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現代語・現代文化専攻紀要内規
1.　本専攻の紀要の名称を「論叢　現代語・現代文化」とする。
2.　 紀要の編集は委員数名による委員会が行う。委員は専攻教員会議の
議を経て、専攻長が任命し、その任期は2年とする。但し、再任は
妨げない。
3.　紀要の刊行は原則として年1回以上とする。
4.　 本紀要の執筆資格を有する者は本専攻の専任教員、各種研究員、本
専攻の専任教員の指導を受ける大学院生、および編集委員会が投稿
を認めた者とする。
５.　 本紀要には学術論文並びに学術的意義を有する書評・研究報告等を
掲載する。
６.　 原稿は未発表のものであること。但し、既に口頭で発表し、その旨
が明記してある場合はその限りではない。
７.　 原稿の採用は、編集委員会及び編集委員会が委託した査読委員の審
査結果に基づき、編集委員会の議を経て、専攻長が決定する。
８.　紀要掲載の論文等は、筑波大学電子図書館システムに登録する。
専攻紀要内規運用に関する細則（新）
平成 20 年 4 月 9 日　決定
現代語・現代文化専攻教員会議
 改正　平成 21 年 ₁₁ 月 10 日
 改正　平成 29 年3月 30 日
 改正　平成 30 年 12 月 12 日
 
現代語・現代文化専攻教育会議
専攻紀要刊行は本専攻紀要内規（平成 20 年 4月 9日現代語・現代文化専攻教員会議　決定、
平 30年 12 月 12日修正）に準拠するが、その内規運用、特に査読に関しては次の通りとする。
1．原稿が投稿された場合は以下に従う。
　　1）	 学術論文として投稿された原稿の場合には 2名の査読者による審査を実施する。
　　2）	 	2名の査読者の見解が大きく異なる場合には、編集委員会はさらに 1名の査読者を
選定して査読を依頼する。
　　3）	 	投稿された原稿が書評、研究報告など学術論文以外のものである場合には 1名によ
る査読を実施する。
　　4）	 	紀要への原稿の採否は、編集委員会および査読結果を参考にして専攻長が決定する。
なお、紀要への掲載に当たり、編集委員会は査読結果を参考にして、投稿者に対し
て原稿の修正を求めることができる。
2．査読者は以下に従う。
　　1）	 査読者は、編集委員会が委託し、投稿者に対しては匿名とする。
　　2）	 	投稿者が大学院生の場合には、まず指導教員による査読を行う。この査読に通過し
た場合のみ、指導教員以外による査読に付すこととする。その査読者は、原則とし
て指導教員が選定する。
3．		原稿提出時に、投稿者は原稿とともに、本専攻が定めた「確認書」を編集員会に提出する
ものとする。
4．		査読者が専攻外の研究者の場合には、原則としてその氏名と所属研究機関を「編集協力者」
として紀要に載せる。
【附記】
＊	 	投稿する原稿が学術論文である場合には、投稿者は外国語で書かれた「論文要約」を付すもの
とする。但し、原稿が外国語で書かれている場合には、日本語の「論文要約」とする。
＊ 外国語の原稿に関しては、投稿前にネイティブ・チェックを受けることが義務づけられる。
＊	 	使用言語と論文の内容に関して専攻内に適切な査読者がいない場合には、専攻長の了承を得て、
専攻外の教員に査読を依頼することができる。
＊ 教員と大学院生の共著の場合は、筆頭著者に応じて査読の形態を決める。
＊ 休学中の学生の投稿に関しては、以下の通りとする。
　1. 留学（海外の大学およびそれに相当する機関に在籍するもの）中の学生は、投稿を認める。
　2.  休学（上記留学以外のもの）中の学生は、投稿を認めない。但し、休学中の学生が投稿を
希望し、紀要投稿アンケートの提出日までに復学手続きを終了している場合は、投稿を認
める。
＊ この細則は、平成 20 年 4 月 9 日から実施する。
＊ この細則は、平成 21 年 11 月 10 日から実施する。
＊ この細則は、平成 29 年 4 月 1 日から実施する。
＊ この細則は、平成 30 年 12 月 12 日から実施する。
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